








1.研究計画 

母子感染による心身障害児の発生を予防することを目的とする。母子感染のハイリスク群

を抽出して、その予防対策、並びに保健指導の指針作リを最終目標とする.今年度は以下の

項目について検討することとした。 

1.本邦における妊婦の母子感染に関連する感染症の罹患の実態を把握する。そのための調

査と文献検索を行う。主に、柳田班員、末原班員、矢吹班員、川名班員が担当する。 

2.新生児・乳児からみて問題となる母子感染の本邦における実態を調査すると共に、文献

検索を行う。森島班員が担当。 

3.昨年度厚生省研究班より提案された妊婦における風疹診断法の評価と問題点の抽出。矢

吹班員、川名班員が担当。 

4.リンゴ病の原因となるパルボウイルス B19(HPV/B19)が胎児水腫の原因となるらしいの

で、本ウイルス感染の診断法の確立を目指した。菅村班員、松永班員が担当。 


